
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】外観を損ねることなく、塗布が簡単な化粧用ア

プリケータ装置を提供すること。

【解決手段】ネジ付ネック１０を具備した容器と、アプ

リケータ３とを備え、アプリケータが、ステム４と、ス

テムの第一端部に配置された塗布要素５と、第一端部と

は逆の第二端部で、ステムを支持する閉鎖キャップ６と

を具備し、前記閉鎖キャップが、ネックにねじ入れるた

めに構成されたネジ部分７を具備し、閉鎖キャップが、

ネジ部分に着脱可能に接続され、且つアプリケータを取

り外している間、ネックにねじ入れて保持できるように

構成された、リング８を具備する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ネ ジ 付 ネ ッ ク （ １ ０ ） を 具 備 し た 容 器 と 、
ア プ リ ケ ー タ と を 備 え 、 ア プ リ ケ ー タ が 、 ス テ ム （ ４ ） と 、 ス テ ム の 第 一 端 部 に 配 置 さ れ
た 塗 布 要 素 （ ５ ） と 、 第 一 端 部 と は 逆 の 第 二 端 部 で 、 ス テ ム を 支 持 す る 閉 鎖 キ ャ ッ プ （ ６
） と を 具 備 し 、 前 記 閉 鎖 キ ャ ッ プ が 、 ネ ッ ク に ね じ 入 れ る た め に 構 成 さ れ た ネ ジ 部 分 （ ７
） を 具 備 し た 、 装 置 に お い て 、
閉 鎖 キ ャ ッ プ が ネ ジ 部 分 （ ７ ） に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ 、 且 つ ア プ リ ケ ー タ を 取 り 外 し て い
る 間 、 ネ ッ ク に ね じ 入 れ て 保 持 で き る よ う に 構 成 さ れ た 、 リ ン グ （ ８ ） を 具 備 し 得 る こ と
を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ネ ジ 部 分 （ ７ ） が 、 イ ン サ ー ト （ ４ ０ ） と 外 部 キ ャ ッ プ （ ４ １ ） と を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 リ ン グ （ ８ ） と 外 部 キ ャ ッ プ （ ４ １ ） が 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 に よ っ て 一 体 型 に 作 ら れ 、
リ ン グ と 外 部 キ ャ ッ プ が 、 少 な く と も 一 つ の 破 壊 可 能 な ブ リ ッ ジ 材 料 （ １ ３ ） に よ っ て 、
互 い に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 リ ン グ （ ８ ） が 、 少 な く と も 一 つ の 第 一 突 出 部 分 （ １ ５ ） を 持 ち 、 第 一 突 出 部 分 は 、 リ
ン グ を ネ ッ ク に 作 ら れ た 少 な く と も 一 つ の 第 二 突 出 部 分 （ １ ８ ） に 、 ス ナ ッ プ 固 定 で き る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 行 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 二 突 出 部 分 （ １ ８ ） が 、 環 状 ビ ー ズ を 備 え 、 第 一 突 出 部 分 （ １ ５ ） が 、 リ ン グ （ ８ ）
の 放 射 状 内 表 面 （ １ ６ ） か ら 突 起 し た 歯 、 ま た は 環 状 ビ ー ズ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 リ ン グ （ ８ ） が 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 成 形 す る こ と に よ っ て 、 少 な く と も 部 分 的 に ネ ジ
部 分 （ ７ ） と 共 に 作 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 リ ン グ （ ８ ） が 、 破 壊 可 能 な ブ リ ッ ジ 材 料 （ １ ３ ） に よ っ て 、 ネ ジ 部 分 （ ７ ） に 接 続 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 リ ン グ が 、 ネ ジ 部 分 に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ９ 】
　 リ ン グ が 、 ネ ジ 部 分 （ ７ ） と 互 い に 嵌 ま り 合 っ て 、 共 働 す る た め に 構 成 さ れ た 突 出 部 分
（ ３ ３ ） を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ネ ッ ク が 、 少 な く と も 一 つ の 第 一 回 転 防 止 突 出 部 分 （ ２ １ ） を 備 え 、 リ ン グ が 少 な く と
も 一 つ の 第 二 回 転 防 止 突 出 部 分 （ ２ ０ ） を 備 え 、 第 二 回 転 防 止 突 出 部 分 が 、 第 一 突 出 部 分
と 共 働 す る よ う に 構 成 さ れ て 、 ネ ジ 部 分 （ ７ ） を リ ン グ （ ８ ） か ら 分 離 す る た め 、 閉 鎖 キ
ャ ッ プ を ね じ っ て 外 す 間 は 、 リ ン グ が ネ ッ ク に 対 し て 回 ら な い よ う に な っ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 一 回 転 防 止 突 出 部 分 （ ２ １ ） は 、 容 器 に 閉 鎖 キ ャ ッ プ を 最 初 に ネ ジ 入 れ て 固 定 す る 際
に 、 第 二 回 転 防 止 突 出 部 分 （ ２ ０ ） が 第 一 回 転 防 止 突 出 部 分 を 越 え る こ と が で き る よ う に
、 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 一 突 出 部 分 と 第 二 突 出 部 分 の 少 な く と も 一 つ が 、 そ れ ら が 互 い に 越 え る の を 容 易 に す
る た め の 傾 斜 路 （ ２ ３ ； ２ ４ ） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 装 置 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 ネ ッ ク が 基 部 を 備 え 、 基 部 に 円 筒 形 の 表 面 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ２ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ネ ッ ク が 基 部 に 切 頭 円 錐 形 の 表 面 （ ３ ２ ） を 備 え 、 表 面 が 容 器 の 本 体 に 向 か っ て 広 が る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 容 器 が 、 ネ ッ ク の 基 部 に 肩 部 を 具 備 し て 作 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ４ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 容 器 が 、 リ ン グ と 接 触 し て 、 そ れ の 動 き を 止 め る 表 面 を 具 備 し て 作 ら れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 リ ン グ が 、 複 数 の ス プ ラ イ ン （ ５ ０ ） を 有 し た 内 表 面 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 容 器 が 、 ガ ラ ス か ら 作 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 容 器 が 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 作 ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 容 器 の 容 量 が 、 約 10mlで あ る か 、 そ れ よ り も 少 な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ９ の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 容 器 の 容 量 が 、 8mlで あ る か 、 そ れ よ り も 少 な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 容 器 の 容 量 が 、 約 5ml～ 約 7mlの 反 に で あ る で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 ア プ リ ケ ー タ を 容 器 か ら 引 き 出 し て 、 そ の 軸 線 方 向 に 対 し 垂 直 方 向 に 見 た 時 、 ス テ ム （
４ ） が 見 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ２ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 ス テ ム と 塗 布 要 素 を 足 し た 見 え る 長 さ （ ｌ ＋ ｌ ´ ） が 、 約 25mmで あ る か 、 そ れ よ り も 大
き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 塗 布 要 素 が ブ ラ シ で あ る こ と 、 ブ ラ シ の 複 数 の 剛 毛 の 自 由 部 分 の 見 え る 長 さ が 、 約 12mm
で あ る か 、 そ れ よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 容 器 が 、 爪 に 塗 る 物 質 を 収 容 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ２ ５ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 ス テ ム の 長 さ が 、 ネ ッ ク の 高 さ の 30％ 以 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ２ ６ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 塗 布 要 素 の 長 さ が 、 容 器 本 体 の 高 さ の 30％ 以 内 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ２ ７
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 パ ッ ケ ー ジ ン グ 及 び ア プ リ ケ ー タ 装 置 を 製 造 す る 方 法 に お い て 、 そ の 方 法 が 、
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ネ ジ 付 ネ ッ ク を 有 し た 容 器 （ ２ ） に 、 ア プ リ ケ ー タ （ ３ ） を ね じ 入 れ る こ と を 含 ん で お り
、
ア プ リ ケ ー タ が 、
ス テ ム と 、
ス テ ム の 第 一 端 部 に 配 置 さ れ た 塗 布 要 素 （ ５ ） と 、
ス テ ム （ ４ ） を 第 一 端 部 と は 逆 側 の 第 二 端 部 で 留 め る 閉 鎖 キ ャ ッ プ （ ６ ） と 、 を 備 え 、 前
記 閉 鎖 キ ャ ッ プ が ネ ッ ク に ね じ 入 れ る よ う の 構 成 さ れ た ネ ジ 部 分 （ ７ ） を 設 け て お り 、 閉
鎖 キ ャ ッ プ が 基 部 と 、 そ の 基 部 に 、 ネ ジ 部 分 （ ７ ） に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ た リ ン グ （ ８ ）
と を 具 備 し 、 ナ ッ ク と リ ン グ は 、 使 用 時 に ネ ジ 部 分 を 取 り 外 し た 時 、 リ ン グ を ネ ッ ク 上 に
保 持 す る た め 、 共 働 す る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 持 つ こ と 、 を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 パ ッ ケ ー ジ ン グ 及 び ア プ リ ケ ー タ 装 置 を 製 造 す る 方 法 に お い て 、 そ の 方 法 が 、
ネ ジ 付 ネ ッ ク （ １ ０ ） を 具 備 し た ビ ン に 、 塗 布 要 素 を 留 め る ネ ジ 付 イ ン サ ー ト （ ４ ０ ） を
、 ね じ 入 れ る こ と 、
外 部 キ ャ ッ プ （ ４ １ ） を イ ン サ ー ト に 取 り 付 け る こ と 、 を 含 ん で お り 、 外 部 キ ャ ッ プ が リ
ン グ （ ８ ） に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ 、 イ ン サ ー ト を ね じ っ て 外 す 時 、 外 部 キ ャ ッ プ と イ ン サ
ー ト は 、 互 い に ね じ 入 れ た ま ま で 、 ネ ッ ク と リ ン グ は 、 イ ン サ ー ト を ね じ っ て 外 し た 時 、
リ ン グ を ネ ッ ク に 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 成 し て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ケ ア 製 品 を 含 む 化 粧 品 用 の パ ッ ケ ー ジ ン グ 及 び ア プ リ ケ ー タ 装 置 、 更 に 特 別
に 限 定 し な い が 爪 に マ ニ キ ュ ア を 塗 る も の に 関 連 し た も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 市 場 で 見 ら れ る 爪 マ ニ キ ュ ア の 入 れ 物 の 容 量 は 様 々 で あ り 、 通 常 は 7ミ リ リ ッ ト ル （ ml
） か ら 14mlの 範 囲 で あ る 。 関 連 す る ア プ リ ケ ー タ は 、 一 端 に ブ ラ シ を 具 備 し た ス テ ム と 、
ネ ジ 部 分 を 有 す る 閉 鎖 キ ャ ッ プ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 12mlま た は そ れ 以 上 の 比 較 的 容 量 の 大 き な 、 容 器 に 関 し て 、 容 器 本 体 の 高 さ に よ
り 、 比 較 的 長 い ス テ ム を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ れ に 比 べ て 、 少 な い 容 量 の 容 器 に
関 し て 、 容 器 本 体 の 高 さ を よ り 低 く 、 ス テ ム を よ り 短 く す る 必 要 が あ る か 、 ま た は 他 に 、
ブ ラ シ の 剛 毛 の 長 さ を よ り 短 く す る 必 要 が あ り 、 そ れ は 塗 布 時 に 品 質 と 柔 軟 性 の 損 失 を 生
じ さ せ 、 他 に ネ ッ ク の 長 さ を 増 や す 必 要 が あ り 、 そ れ は 外 観 を 損 ね る こ と に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 塗 布 を 簡 単 に す る た め 望 ま し い の は 、 剛 毛 が 比 較 的 長 い こ と と 、 見 え る ス テ ム の 長 さ が
あ ま り 短 く な い こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 に よ る パ ッ ケ ー ジ ン グ 及 び ア プ リ ケ ー タ 装 置 は 、
ネ ジ 付 ネ ッ ク を 具 備 し た 容 器 と 、
ス テ ム と 、
ア プ リ ケ ー タ と を 備 え 、 ア プ リ ケ ー タ が 、 ス テ ム の 第 一 端 部 に 配 置 さ れ た 塗 布 要 素 、 第 一
端 部 と は 逆 の 第 二 端 部 で 、 ス テ ム を 支 持 す る 閉 鎖 キ ャ ッ プ 、 を 具 備 し 、 前 記 閉 鎖 キ ャ ッ プ
が 、 ネ ッ ク に ね じ 入 れ る た め に 構 成 さ れ た ネ ジ 部 分 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 一 の 概 念 に お い て 、 閉 鎖 キ ャ ッ プ が ネ ジ 部 分 に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ 、 且 つ ア
プ リ ケ ー タ を 取 り 外 し て い る 間 、 ネ ッ ク に ね じ 入 れ て 保 持 で き る よ う に 構 成 さ れ た 、 リ ン
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グ を 具 備 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 比 較 的 長 い ス テ ム と 塗 布 要 素 を 足 し た 、 見 え る 長 さ か ら 、 ネ ッ ク の 基 部 に あ
る リ ン グ の た め 、 容 器 の 外 観 を 損 ね る こ と な く 、 利 点 を 得 る こ と を 可 能 に し 得 る 。 加 え て
、 リ ン グ は 比 較 的 容 易 且 つ 高 価 な 方 法 で 、 容 器 を 充 填 し た 後 、 適 所 に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ア プ リ ケ ー タ が ビ ン に 配 置 さ れ た 時 、 単 一 ピ ー ス で 作 ら れ た 閉 鎖 キ ャ ッ プ の ネ ジ 部 分 と
リ ン グ と を 、 押 圧 を 加 え る 方 法 で 、 作 る こ と も 可 能 で あ り 、 そ れ は 外 観 に 関 し て 好 ま し い
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 用 語 “ ネ ジ 部 分 ” は 、 少 な く と も 一 つ の ネ ジ を 具 備 し た 閉 鎖 キ ャ ッ プ の 部 分 に 対 応 す る
も の と し て 、 広 く 理 解 さ れ る べ き で あ り 、 そ の ネ ジ を 好 ま し く は 、 外 部 キ ャ ッ プ 内 に 固 定
さ れ た イ ン サ ー ト に 設 け ら れ 得 る 。 そ の 場 合 、 リ ン グ は イ ン サ ー ト ま た は 、 別 の キ ャ ッ プ
に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 リ ン グ は 任 意 に 、 ネ ジ を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 実 施 形 態 と し て 、 リ ン グ は 、 少 な く と も 一 つ の 第 一 突 出 部 分 を 持 っ て お り 、 そ れ は ネ
ッ ク 上 に 形 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 第 二 突 出 部 分 に 、 リ ン グ を ス ナ ッ プ 固 定 で き る 。 こ
の 第 二 突 出 部 分 は 、 例 え ば 環 状 ビ ー ズ を 備 え 、 第 一 突 出 部 分 は 、 環 状 ビ ー ズ ま た は 、 リ ン
グ の 内 表 面 か ら 突 出 し た 歯 を 備 え 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た リ ン グ は 、 摩 擦 に よ っ て ネ ッ ク に リ ン グ を 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 少 な く と も
一 つ の 突 出 部 分 も 設 け 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 リ ン グ は そ の 内 表 面 に 複 数 の ス プ ラ イ ン を 持 ち 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 リ ン グ と ネ ジ 部 分 は 、 一 体 型 に 作 ら れ る か 、 そ う で は な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ネ ジ 部 分 が 、 イ ン サ ー ト と 外 部 キ ャ ッ プ を 備 え て い る 時 、 リ ン グ は 有 利 に は 、 ネ ジ 部 分
と 共 に 、 特 に 外 部 キ ャ ッ プ と 共 に 、 プ ラ ス チ ッ ク 成 形 す る こ と に よ っ て 、 少 な く と も 部 分
的 に 作 ら れ 得 る 。 リ ン グ は 、 破 壊 可 能 な 複 数 の ブ リ ッ ジ 材 料 に よ っ て 、 ネ ジ 部 分 に 接 続 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 リ ン グ は 、 ネ ジ 部 分 に 配 置 さ れ 、 そ れ に 取 り 付 け ら れ 得 、 例 え ば ネ ジ 部 分 と リ ン グ は 異
な る 成 形 体 で 作 ら れ る 。 一 例 と し て 、 リ ン グ は 突 出 部 分 を 設 け て 、 そ れ は ネ ジ 部 分 と 互 い
に 嵌 り 合 う よ う に 、 共 働 で き る 。 ゆ え に リ ン グ は 、 破 壊 可 能 な 複 数 の ブ リ ッ ジ 材 料 に よ っ
て 、 ネ ジ 部 分 に 接 続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 リ ン グ と ネ ジ 部 分 が 、 一 体 型 に 作 ら れ て い な い 時 、 そ れ ら は 摩 擦 、 ス ナ ッ プ 固 定 、 溶 接
或 い は 貼 り 付 け に よ っ て 、 互 い に 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 リ ン グ と ネ ジ 部 分 は 、 別 の 固 定 手 段 に よ っ て 、 互 い に 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 突 出 し た 少 な く と も 一 つ の 第 一 回 転 防 止 部 分 を 持 ち 得 、 リ ン グ は 第 一 回 転 防 止 突 出 部 分
と 共 働 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 少 な く と も 一 つ の 突 出 し た 第 二 回 転 防 止 部 分 と を 持 ち 得 、
リ ン グ を ネ ッ ク に 関 し て 回 転 さ せ な い よ う に な っ て お り 、 閉 鎖 キ ャ ッ プ は 、 ネ ジ 部 分 を リ
ン グ か ら 分 離 す る た め 、 捻 っ て 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ビ ン に 形 成 さ れ る 第 一 突 出 部 分 が 、 容 器 に 閉 鎖 キ ャ ッ プ を 最 初 に 締 め る 際 に 、 第 二 突 出
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部 分 が 、 第 一 部 分 を 越 え る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ る 。 第 一 突 出 部 分 と 第 二 部 分 の 少
な く と も 一 つ は 、 傾 斜 部 分 を 具 備 し て も よ く 、 第 一 部 分 と 第 二 部 分 を 互 い に 越 え て 容 易 に
動 け る よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 特 に リ ン グ が そ の 内 表 面 に 複 数 の ス プ ラ イ ン を 持 っ て い る 時 、 リ ン グ は 、 ネ ッ ク に リ ン
グ を ク ラ ン プ 留 め す る こ と に よ っ て 、 ネ ッ ク で 回 転 し な い よ う に し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ネ ッ ク は そ の 基 部 に 、 円 筒 形 の 表 面 ま た は 、 容 器 本 体 に 向 い て 開 い た 表 面 を 持 ち 得 、 そ
れ に よ り ク ラ ン プ 留 め す る 力 の 度 合 い で 、 リ ン グ を 当 接 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 リ ン グ は 、 装 飾 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 容 器 は 、 様 々 な 形 状 で 作 ら れ て も よ く 、 一 実 施 形 態 と し て 、 ネ ッ ク の 基 部 に 肩 部 を 有 し
得 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 容 器 は ガ ラ ス ま た は プ ラ ス チ ッ ク か ら 作 ら れ 得 る 、 一 実 施 形 態 に お い て 、 透 明 材 料 か ら
作 ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 容 器 の 中 身 は 、 10mlで あ る か 、 そ れ よ り も 少 な く 、 例 え ば 8mlで あ る か 、 そ れ よ り も 少
な く 、 例 え ば 約 7ml～ 約 5mlの 範 囲 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ム と 塗 布 要 素 の 見 え る 長 さ は 、 例 え ば 25ミ リ メ ー ト ル で あ る か 、 そ れ よ り も 大 き く
て も よ い 。 塗 布 要 素 が ブ ラ シ で あ る 時 、 複 数 の 剛 毛 の 自 由 部 分 の 見 え る 長 さ は 、 例 え ば 12
mmで あ る か 、 そ れ よ り 大 き く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 例 と し て 、 容 器 は 爪 に 塗 る 物 質 、 例 え ば 爪 の マ ニ キ ュ ア を 入 れ て も よ い 。 容 器 は 顔 、
例 え ば 唇 に 塗 る 物 質 を 入 れ る こ と も で き る 。 そ の 場 合 、 容 器 は 特 に 、 ワ イ パ ー 部 材 を 具 備
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 例 え ば 、 皮 膚 ま た は 唇 に 塗 る も の で あ れ ば 、 塗 布 要 素 を フ ロ ッ ク 加 工 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ム の 長 さ は 、 ネ ッ ク の 高 さ に 実 質 的 に 等 し く 、 ス テ ム の 長 さ が 例 え ば ネ ッ ク と 高 さ
の 30％ 以 内 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 塗 布 要 素 の 長 さ は 、 ネ ッ ク を 接 続 す る 容 器 本 体 の 高 さ に 実 質 的 に 等 し く 、 ゆ え に 塗 布 要
素 の 長 さ は 、 本 体 の 高 さ の 30％ 以 内 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 は 、 パ ッ ケ ー ジ ン グ 及 び ア プ リ ケ ー タ 装 置 を 製 造 す る 方 法 も 提 供 し て お り 、 そ の
方 法 は ：
ネ ジ 付 ネ ッ ク を 有 し た 容 器 に 、 ア プ リ ケ ー タ を ね じ 入 れ る こ と を 含 み 、
ア プ リ ケ ー タ は 、
ス テ ム と 、
ス テ ム の 第 一 端 部 に 配 置 さ れ た 塗 布 要 素 と 、
ス テ ム を 第 一 端 部 と は 逆 側 の 第 二 端 部 で 留 め る 閉 鎖 キ ャ ッ プ と 、 を 備 え 、 前 記 閉 鎖 キ ャ ッ
プ が ネ ッ ク に ね じ 入 れ る よ う の 構 成 さ れ た ネ ジ 部 分 を 設 け て お り 、 閉 鎖 キ ャ ッ プ が 基 部 と
、 そ の 基 部 に 、 ネ ジ 部 分 に 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ た リ ン グ と を 具 備 し 、 ナ ッ ク と リ ン グ は 、
使 用 時 に ネ ジ 部 分 を 取 り 外 し た 時 、 リ ン グ を ネ ッ ク 上 に 保 持 す る た め 、 共 働 す る よ う に 構
成 さ れ た 形 状 を 持 つ 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ネ ッ ク と リ ン グ は 、 例 え ば ス ナ ッ プ 固 定 ま た は 摩 擦 に よ っ て 共 働 し 得 る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 本 発 明 は 、 パ ッ ケ ー ジ ン グ 及 び ア プ リ ケ ー タ 装 置 を 製 造 す る 方 法 も 提 供 し て お り 、
そ の 方 法 は ：
ネ ジ 付 ネ ッ ク を 持 っ た ビ ン に 、 塗 布 要 素 を 留 め る ネ ジ 付 イ ン サ ー ト を 、 ね じ 入 れ る こ と 、
外 部 キ ャ ッ プ を イ ン サ ー ト に 取 り 付 け る こ と 、 を 含 ん で お り 、 外 部 キ ャ ッ プ が リ ン グ に 着
脱 可 能 に 接 続 さ れ 、 イ ン サ ー ト を ね じ っ て 外 す 時 、 外 部 キ ャ ッ プ と イ ン サ ー ト は 、 互 い に
ね じ 入 れ た ま ま で 、 ネ ッ ク と リ ン グ は 、 イ ン サ ー ト を ね じ っ て 外 し た 時 、 リ ン グ を ネ ッ ク
に 保 持 す る よ う に 構 成 さ れ た 形 状 を 成 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 は 、 本 発 明 を 限 定 し な い 以 下 の 詳 し い 記 載 を 読 ん で 、 添 付 図 面 を 考 察 す る こ と に
よ り 、 更 に 理 解 で き る で あ ろ う 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 し た パ ッ ケ ー ジ ン グ 及 び ア プ リ ケ ー タ 装 置 １ が 、 例 え ば ガ ラ ス ま た は プ
ラ ス チ ッ ク 材 料 か ら 作 ら れ た 容 器 ２ と 、 例 え ば ブ ラ シ の よ う な 塗 布 要 素 ５ を 底 端 部 に 有 し
且 つ 、 閉 鎖 キ ャ ッ プ ６ に 頂 端 で 接 続 さ れ る 、 ス テ ム を 具 備 し た ア プ リ ケ ー タ ３ と を 備 え 、
そ の キ ャ ッ プ が ネ ジ 部 分 ７ と 底 リ ン グ ８ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 例 と し て 、 ス テ ム ４ は 中 空 で あ り 、 そ の 中 に ブ ラ シ の 房 が 挿 入 さ れ 、 剛 毛 の 見 え る 長
さ ｌ が 、 例 え ば 12mmか そ れ よ り も 長 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ム ４ は 、 イ ン サ ー ト に よ り 通 常 の 方 法 で 閉 鎖 キ ャ ッ プ ６ の 内 部 に 固 定 さ れ 得 、 イ ン
サ ー ト は 任 意 に 、 漏 れ 防 止 方 法 で 容 器 を 閉 じ る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ネ ジ 部 分 ７ は 、 容 器 ２ の ネ ッ ク １ ０ に ね じ 入 れ る た め の も の で 、 ネ ッ ク １ ０ は ネ ジ １ １
を 供 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 に 関 し て 、 ア プ リ ケ ー タ ３ が 最 初 に 容 器 ２ 入 れ ら れ る 時 、 に リ ン グ ８ は 最 初 に ネ
ジ 部 分 ７ に ネ ジ 入 れ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ に 見 ら れ る よ う に 、 リ ン グ ８ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 成 形 す る こ と に よ っ て 、 ネ ジ
部 分 ７ と 共 に 単 一 部 品 と し て 作 ら れ 得 、 二 つ の 部 分 は 一 つ ま た は そ れ 以 上 の ブ リ ッ ジ 材 料
１ ３ に よ っ て 、 互 い に 接 続 さ れ て い る 。 材 料 １ ３ の 複 数 の ブ リ ッ ジ が 、 リ ン グ ８ の 放 射 状
の 外 表 面 １ ９ よ り も 後 方 に 配 置 さ れ 、 キ ャ ッ プ の 外 観 を 損 な う の を 避 け る よ う に し て い る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 例 示 し た リ ン グ ８ は 、 少 な く と も 一 つ の 第 一 突 出 部 分 １ ５ 、 す な わ ち そ の 放 射 状 の う ち
表 面 １ ６ か ら 突 出 し た ビ ー ズ ま た は 歯 も 持 っ て お り 、 容 器 １ ２ の ネ ッ ク １ ０ が 、 そ の 基 部
に 少 な く と も 一 つ の 第 二 突 出 部 分 １ ８ を 具 備 し て お り 、 第 二 部 分 は リ ン グ ８ を 、 容 器 ２ 上
に お け る 閉 鎖 キ ャ ッ プ ６ の 最 初 の 嵌 め 込 み の 最 後 で 、 ネ ッ ク に ス ナ ッ プ 固 定 で き る よ う に
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 閉 鎖 キ ャ ッ プ ６ を ね じ っ て 外 す 際 に 、 リ ン グ ８ を ネ ジ 部 分 ７ か ら 分 離 で き る よ う に 、 少
な く と も 一 つ の 回 転 防 止 突 出 部 分 ２ ０ が 、 ネ ッ ク １ ０ に 形 成 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 補 足
的 な 回 転 防 止 突 出 部 分 ２ １ と 共 働 す る た め 、 リ ン グ ８ の 放 射 状 内 表 面 １ ６ 上 に 設 け ら れ て
い る 。 回 転 防 止 突 出 部 分 ２ ０ 及 び ２ １ は 、 閉 鎖 キ ャ ッ プ ６ を 最 初 に 嵌 め 込 む 際 に 、 回 転 防
止 突 出 部 分 ２ ０ が 突 出 部 分 ２ １ を 越 え る こ と が で き る よ う に 、 構 成 さ れ て お り 、 回 転 防 止
突 出 部 分 ２ ０ 及 び ２ １ は 、 そ の た め に 例 え ば 個 別 の 傾 斜 部 ２ ３ 及 び ２ ４ を 具 備 し て い る 。
傾 斜 部 は 、 回 転 防 止 突 出 部 分 ２ ０ を 補 助 し て 、 閉 鎖 キ ャ ッ プ の ね じ 締 め 方 向 に 、 回 転 防 止
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突 出 部 分 ２ １ を 越 え さ せ る よ う に 傾 斜 さ れ て お り 、 結 果 的 に 回 転 防 止 突 出 部 分 ２ ０ 及 び ２
１ が 、 逆 方 向 に 動 か な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ユ ー ザ ー が 最 初 に 閉 鎖 キ ャ ッ プ ６ を ね じ っ て 外 す 時 、 ネ ジ 部 分 ７ が ネ ッ ク １ ０ に 永 久 に
と ど ま っ て 、 リ ン グ ８ か ら 分 離 す る よ う に な り 、 ユ ー ザ ー に と っ て 、 例 え ば 指 の 爪 に 対 し
て 良 好 な 状 態 の 下 で 、 物 質 を 塗 る こ と が で き る の に 充 分 な ス テ ム ４ の 見 え る 長 さ ｌ ´ は 有
利 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 勿 論 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 様 々 な 変 形 例 が 、 容 器 と 閉 鎖
キ ャ ッ プ に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 例 え ば 、 閉 鎖 キ ャ ッ プ は 、 ネ ジ 部 分 ７ と リ ン グ ８ を 具 備 し て 作 る こ と が で き 、 ネ ジ 部 分
と リ ン グ は 、 図 ６ に 示 さ れ た よ う な 実 質 的 に 軸 線 方 向 に 延 び る 代 わ り に 、 図 ７ に 示 し た よ
う に 、 実 質 的 に 放 射 状 に 延 び る 、 複 数 の ブ リ ッ ジ 材 料 １ ３ に よ っ て 互 い に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 リ ン グ ８ 及 び ネ ジ 部 分 ７ は 、 閉 鎖 キ ャ ッ プ ６ が 容 器 ２ に 取 り 付 け る 前 に 、 破 壊 可 能 な ブ
リ ッ ジ 材 料 と は 別 の も の で 、 互 い に 接 続 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 例 と し て 、 図 ８ は 別 の 実 施 例 を 示 し て お り 、 ネ ジ 部 分 ７ と リ ン グ ８ は 、 リ ン グ ８ と 互
い に 嵌 め 合 わ さ る こ と に よ っ て 、 共 働 す る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 例 え ば リ ン グ ８ は 、 ネ
ジ 部 分 ７ の 底 端 部 に 形 成 さ れ た 、 肩 部 付 の ハ ウ ジ ン グ ２ ４ に お い て 嵌 め 合 わ さ る の に 適 し
た 環 状 リ ブ ３ ３ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 別 の 実 施 例 を 、 図 ９ ～ 図 １ ２ を 参 照 し て 以 下 に 記 載 さ れ て お り 、 そ の 辺 敬 礼 で は 、 閉 鎖
キ ャ ッ プ が イ ン サ ー ト ４ ０ と 外 部 キ ャ ッ プ ４ １ を 備 え て お り 、 そ こ に イ ン サ ー ト ４ ０ を 固
定 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 イ ン サ ー ト ４ ０ は 、 ネ ッ ク １ ０ に イ ン サ ー ト を ね じ 入 れ で き る 内 部 ネ ジ ４ ２ と 、 ス テ ム
４ の 頂 端 部 ４ ４ を イ ン サ ー ト ４ ０ に 固 定 で き る ハ ウ ジ ン グ ４ ３ と を 、 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 イ ン サ ー ト ４ ０ は 、 一 杯 に ね じ っ て 、 容 器 ２ を 漏 れ 防 止 手 段 で 閉 じ る 時 、 ス テ ム は 、 ネ
ッ ク １ ０ の 端 縁 部 に 対 し て 当 接 す る カ ラ ー ４ ５ を 支 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 外 部 キ ャ ッ プ ４ １ は 、 そ の 放 射 状 の 内 表 面 に 、 ク ラ ン プ 留 め に よ っ て 、 外 部 キ ャ ッ プ ４
１ を イ ン サ ー ト ４ ０ に 固 定 で き る 、 軸 線 方 向 の ス プ ラ イ ン ４ ８ を 持 っ て お り 、 二 つ の 部 分
を 互 い に 動 か な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 記 載 し た 例 に お け る リ ン グ ８ は 、 外 部 キ ャ ッ プ ４ １ と 一 体 型 に 作 ら れ て お り 、 ス パ イ ラ
ル と 直 線 状 に 配 置 し た ブ リ ッ ジ 材 料 １ ３ に よ っ て 、 ブ リ ッ ジ 材 料 １ ３ に よ っ て 、 リ ン グ は
外 部 キ ャ ッ プ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 リ ン グ ８ は 、 そ の 内 表 面 に 、 ス プ ラ イ ン ４ ８ と 直 線 状 に 配 置 さ れ 、 且 つ ネ ッ ク １ ０ の 基
部 に 長 手 部 分 ５ ６ に 対 し て 当 接 す る よ う に 作 用 す る 、 軸 線 方 向 の ス プ ラ イ ン ５ ０ を 持 っ て
お り 、 リ ン グ ８ を そ れ に よ り 容 器 ２ に 関 し て 回 転 す る の を 防 止 す る た め 、 充 分 き つ く ク ラ
ン プ 留 め す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 容 器 ２ が 充 填 さ れ た 後 、 イ ン サ ー ト ４ ０ 及 び ス テ ム ４ は 、 適 所 に 配 置 さ れ て 、 図 １ ０ の
よ う に 容 器 を 閉 じ 、 外 部 キ ャ ッ プ ４ １ と リ ン グ ８ に よ っ て 構 成 さ れ た 組 立 体 は 、 イ ン サ ー
ト ４ ０ が 外 部 キ ャ ッ プ ４ １ の 頂 部 壁 の 内 側 に 対 し て 当 接 し て 、 ス プ ラ イ ン ４ ８ が イ ン サ ー
ト ４ ０ を き つ く 押 す ま で 、 イ ン サ ー ト ４ ０ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 閉 鎖 キ ャ ッ プ を 設 け た 容 器 ２ が 、 図 １ １ に 示 さ れ て い る 。 使 用 時 に 、 外 部 キ ャ ッ プ ４ １
と イ ン サ ー ト ４ ０ か ら 作 ら れ た 、 ネ ジ 部 分 ７ を 、 ユ ー ザ ー が ね じ っ て 外 す と 、 図 １ ２ で 見
ら れ る よ う に 、 長 手 部 分 ５ ６ に ク ラ ン プ 留 め し た ス プ ラ イ ン ５ ０ に よ っ て 、 リ ン グ ８ が 容
器 の ネ ッ ク １ ０ に 残 る 。 こ の 図 面 を 考 察 す る と 、 リ ン グ ８ が 容 器 ２ の ネ ッ ク １ ０ に 残 る の
で 、 リ ン グ ８ の 高 さ ｈ と 同 じ 分 、 ス テ ム の 見 え る 長 さ を 伸 ば す こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ネ ッ ク １ ０ を そ の 基 部 に 、 丸 い 円 筒 形 で は な く 、 切 頭 円 錐 形 で あ る 表 面 で 作 る こ と は 、
本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 一 例 と し て 、 図 １ ３ は 図 １ ～ 図 ５ の 実 施 例 の 容 器 ２ を 示 し て お り
、 そ の 容 器 は ネ ッ ク １ ０ の 基 部 に 切 頭 円 錐 形 の 底 部 分 ３ ２ を 具 備 し 、 ネ ッ ク の 基 部 は 、 例
え ば リ ン グ ８ と 容 器 ２ と の 間 の ク ラ ン プ 留 め の 力 を 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 塗 布 要 素 ５ は 、 ブ ラ シ と は 異 な る も の に よ っ て 構 成 す る こ と が で き 、 図 示 の 例 で は 、 図
１ ４ は 例 え ば 唇 に 塗 る た め 、 フ ロ ッ ク 加 工 さ れ た 塗 布 要 素 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 容 器 ２ は 、 一 つ か そ れ 以 上 の 部 品 を 互 い に 組 み 合 わ せ て 作 る こ と が で き 、 特 に 図 １ ５ の
よ う に ワ イ パ ー 部 材 ６ ０ を 具 備 す る こ と が で き る 。 こ の 図 面 で は 、 容 器 ２ が 容 器 の ネ ッ ク
１ ０ を 確 定 す る た め 取 り 付 け ら れ る 一 部 分 ６ ２ を 有 し 、 且 つ ワ イ パ ー 部 材 ６ ０ を 支 持 で き
る 本 体 ６ １ を 備 え る こ と が で き 、 そ の 部 材 は 、 例 え ば 発 砲 体 の 軸 線 方 向 に 割 れ た ブ ロ ッ ク
に よ っ て 、 構 成 さ れ 得 、 そ の ブ ロ ッ ク を 介 し て 塗 布 要 素 を 通 る こ と が で き る 。 こ の 例 に お
い て 、 容 器 ２ は 、 例 え ば 唇 に 塗 る た め の 物 質 Ｐ で 充 填 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 閉 鎖 キ ャ ッ プ ６ は 、 図 １ ６ ～ 図 １ ８ に 見 ら れ る よ う に 、 様 々 な 形 状 で 作 ら れ て お り 、 そ
の 外 部 分 は 円 形 も し く は 別 の 形 に で き 、 特 に プ リ ズ ム 形 に も で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 示 の 例 に 関 し て 、 図 １ ９ は 実 質 的 に 外 側 断 面 が 正 方 形 で あ る 外 部 キ ャ ッ プ を 示 し て い
る 。 こ の 外 部 キ ャ ッ プ は 、 イ ン サ ー ト を 固 定 で き る 内 部 が 丸 い 円 筒 形 の 壁 ６ ３ に よ り 、 作
ら れ 得 、 そ の イ ン サ ー ト は 閉 鎖 キ ャ ッ プ の ネ ジ と ス テ ム も 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 請 求 項 を 含 む 記 載 を 通 し て 、 用 語 “ 備 え る （ comprising a） ” は 、 そ う で な い と 、 説 明
が な い 限 り “ 少 な く と も 一 つ 備 え る （ comprising at least one） ” と 同 意 で あ る と 理 解
す る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 関 連 し て 作 ら れ た パ ッ ケ ー ジ ン グ 及 び ア プ リ ケ ー タ 装 置 の 一 例 の 概 略 的
な 立 面 図 。
【 図 ２ 】 閉 鎖 キ ャ ッ プ を 最 初 に ね じ っ て 外 す 間 の 装 置 を 示 し た 図 １ に 類 似 し た 図 。
【 図 ３ 】 弁 か ら 完 全 に 引 き 出 し た ア プ リ ケ ー タ を 示 し た 図 １ に 類 似 し た 図 。
【 図 ４ 】 リ ン グ ま た は 閉 鎖 キ ャ ッ プ の 残 り の 部 分 を 除 い て 分 離 し た 容 器 を 示 し た 図 。
【 図 ５ 】 リ ン グ を 備 え て 図 ３ の 容 器 の 概 略 的 な 軸 線 方 向 の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 １ ～ 図 ３ の 装 置 の 閉 鎖 キ ャ ッ プ の 概 略 的 且 つ 部 分 的 な 軸 線 方 向 の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 閉 鎖 キ ャ ッ プ の 他 の 実 施 例 を 示 す 概 略 的 且 つ 部 分 的 な 軸 線 方 向 の 断 面 図 。
【 図 ８ 】 閉 鎖 キ ャ ッ プ の 他 の 実 施 例 を 示 す 概 略 的 且 つ 部 分 的 な 軸 線 方 向 の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 例 を 示 す 概 略 的 な 拡 大 図 。
【 図 １ ０ 】 イ ン サ ー ト を 容 器 の ネ ッ ク に ね じ 込 ん だ 後 の 図 ９ の 装 置 を 示 し た 図 。
【 図 １ １ 】 外 部 キ ャ ッ プ と リ ン グ を 適 所 に 置 い た 後 の 図 １ ０ の 装 置 を 示 し た 図 。
【 図 １ ２ 】 ア プ リ ケ ー タ を 引 き 出 し た 後 の 図 １ １ の 装 置 を 示 し た 図 。
【 図 １ ３ 】 容 器 の 他 の 実 施 例 を 分 け て 示 し た 図 。
【 図 １ ４ 】 フ ロ ッ ク 加 工 さ れ た 塗 布 要 素 を 具 備 し た ア プ リ ケ ー タ 。
【 図 １ ５ 】 他 の 実 施 例 、 ワ イ パ ー 部 材 を 具 備 し た 容 器 を 構 成 す る 容 器 の 概 略 的 且 つ 部 分 的
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な 軸 線 方 向 の 断 面 図 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の ほ か の 実 施 例 を 構 成 す る 閉 鎖 キ ャ ッ プ の 概 略 的 且 つ 部 分 的 な 立 面 図 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の ほ か の 実 施 例 を 構 成 す る 閉 鎖 キ ャ ッ プ の 概 略 的 且 つ 部 分 的 な 立 面 図 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の ほ か の 実 施 例 を 構 成 す る 閉 鎖 キ ャ ッ プ の 概 略 的 且 つ 部 分 的 な 立 面 図 。
【 図 １ ９ 】 非 円 形 の 外 側 断 面 を 有 す る 外 部 キ ャ ッ プ を 分 け て 示 し た 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
１ 　 　 ア プ リ ケ ー タ 装 置
２ 　 　 容 器
３ 　 　 ア プ リ ケ ー タ
４ 　 　 ス テ ム
５ 　 　 塗 布 要 素
６ 　 　 閉 鎖 キ ャ ッ プ
７ 　 　 ネ ジ 部 分
８ 　 　 底 リ ン グ
１ ０ 　 ネ ッ ク
１ ３ 　 ブ リ ッ ジ 材 料
１ ５ 　 第 一 突 出 部 分
１ ６ 　 内 表 面
１ ８ 　 第 二 突 出 部 分
２ ０ 　 第 二 回 転 防 止 突 出 部 分
２ １ 　 第 一 回 転 防 止 突 出 部 分
２ ３ 　 傾 斜 部
２ ４ 　 傾 斜 部
３ ２ 　 切 頭 円 錐 形 の 表 面 （ 底 部 分 ）
４ ０ 　 イ ン サ ー ト
４ １ 　 外 部 キ ャ ッ プ
４ ２ 　 内 部 ネ ジ
４ ３ 　 ハ ウ ジ ン グ
４ ８ 　 ス プ ラ イ ン
５ ０ 　 ス プ ラ イ ン
５ ６ 　 長 手 部 分
６ ０ 　 ワ イ パ ー 部 材
６ １ 　 本 体
６ ２ 　 部 分
６ ３ 　 壁
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